
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 

   

   

   

   

   

   
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

NO.108 

 日本最後の清流といわれる四万十川に並行して造られた国道 441 号は、高知

県幡多地域の生活基盤を支えるとともに、観光や産業振興を図るうえで重要な

幹線道路です。橘取付橋は、国道 411 号の整備事業である網代バイパス工区の

うち、四万十川の支流に架橋されたＰＣ２径間連続Ｖ脚ラーメン箱桁橋です。

 本橋は景観検討委員会により形式決定され、景観に優れた特徴的なＶ脚構造

を有しています。また同時に桁高を抑えて上部工重量を低減して下部工への負

担を軽減する目的より、中間橋脚付近の上部工に設計基準強度 60N/mm2 の高

強度コンクリートを採用しています。 

たちばなとりつけきょう

橘 取 付 橋  

◆橋梁諸元 

   工 事 名：国道 441 号道路改築（橘取付橋上部工）工事 

   発 注 者：高知県 

   設 計 者：㈱長大 

   位  置：高知県四万十市西土佐橘 

   道路規格：第３種 第３級 

   形  式：ＰＣ２径間連続Ｖ脚ラーメン箱桁橋 

   荷  重：Ｂ活荷重 

   橋  長：169.0m 

   幅  員：13.25～10.25m 

（有効幅員 車道部 10.25～7.25m、歩道部 2.0m） 

   架設工法：張出し架設 

   ＰＣ鋼材：主方向   SWPR7B 12S15.2（ﾌﾚｼﾈｰ工法） 

        床版横締  SWPR19  1S21.8（SM 工法,ﾌﾟﾚｸﾞﾗｳﾄﾀｲﾌﾟ）

        横桁横締  SWPR19 1S21.8（SM 工法） 

◆一般図 
 側面図   

 平面図   

 断面図   
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◆工程表 

◆構造･施工概要 

１）下部構造 

本橋は、四万十川の支流、藤の川が大きく屈曲する位置に架橋されます。このため中間橋脚では、基礎形状がコンパクトと

なる大口径深礎基礎が採用されています。橋台基礎についても、地形の改変を低減でき、経済性にも優れる単列式の深礎基礎

となっています。 

２）上部構造 

景観検討委員会によって、Ｖ形の橋脚を有する２径間連続ラーメン橋の構造が決定されました。 

主桁は架設作業車を用いた張出し架設で施工されますが、Ｖ脚柱頭部から 5 ブロック(片側 23m)まではσck=60N/mm2の高強

度コンクリートを使用しています。これにより、桁高を抑えて施工時にも橋脚周りの現道建築限界を確保するとともに景

観性を向上させること、上部構造の死荷重を軽減して下部工への負担を低減することを実現しています。 

山間僻地の生コン工場での高強度コンクリート製造、ポンプ打設という課題に対しては、技術研究所の指導・助言のもと各

種の実験を実施し、品質に万全を期して施工を行いました。 

 張出し架設状況   

 Ｖ脚架設状況   

7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

平成17年 平成18年 平成19年

項　　　目

下 部 工

準備工・後片付

上 部 工

橋面工・付属物工

発  行： 三井住友建設（株）土木本部 土木設計部 

連絡先： 東京都中央区佃2 丁目1 番6 号   TEL.03-4582-3063 
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